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件名：渋川市子ども・子育て支援事業計画(案)の市民意

見公募の実施について 
 
１ 趣  旨   「子ども・子育て支援新制度」が平成２７年度から始まることに

伴い、新制度では、子ども・子育て支援法に基づき、実施主体であ

る各市町村が５年を１期とする子ども・子育て支援事業計画を策定

することを義務付けています。 
このたび、本市の計画案を取りまとめましたので、皆さんから計

画案に対する意見を募集します。 
         なお、本市では、この計画を次世代育成支援対策推進法に基づき

策定している「渋川市次世代育成支援後期行動計画(計画期間：平

成２２～２６年度)」を継承する計画としても位置づけ、より一層

の子育て支援のための施策を推進していきます。 
 
２ 計画の概要 別紙のとおり    
 
３ 募集期間  平成２７年１月１３日(火)～２月１３日(金) 
 
４ 閲覧場所  市役所市民ロビー(本庁舎１階)、こども課(本庁舎１階)、各総合支

所市民福祉課 (閉庁日を除く) 
 
５ 結果報告   応募された意見の概要とこれに対する市の考え方を集約して市

ホームページに掲載します。 
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渋川市子ども・子育て支援事業計画の概要について 

 
１、事業計画の法的根拠 
   子ども・子育て支援法第６１条に基づき、５年を１期とする教育・保育と地域

子ども・子育て支援事業の提供体制の確保等に関する計画を定めるものです。 
 
２、計画期間 
   平成２７年度から平成３１年度までの５カ年とします。 
 
３、計画の対象・策定体制 
   計画の対象は、子どもとその家庭だけではなく、事業所や関係団体、行政機関 

等、地域を構成する全ての個人と団体です。 
 計画の策定に当たっては、学識経験者や事業者、保護者等から構成される「渋 
川市子ども・子育て会議」において意見聴取や審議を行いました。 
参考：渋川市子ども・子育て会議の開催状況(これまでに６回開催) 

平成２５年８月２９日、１１月１日 

平成２６年３月１４日、５月３０日、８月１８日、１１月６日 

  
４、計画の基本理念 
    計画の基本理念は「子育てと成長の喜びを実感できる魅力のあるまち渋川」 

です。その実現を目指し、地域における子育て支援の充実や、妊娠・出産期の 
切れ目ない支援、子育てと仕事の両立支援等の具体的施策・事業を展開してい 
きます。 

 
５、その他(計画のポイント) 
    今回の計画においては、教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業につい 

て、①今後５カ年の量の見込み(利用に関するニーズ量)、②確保方策(量の見込 
みに対応する整備量と実施時期)、③教育・保育の提供区域の設定が義務付け 
られています。 
本市では、２５年度に実施した「子ども・子育て支援事業に関するニーズ調 

査」の結果を活用し、市内のニーズを柔軟に吸収できるよう、教育・保育の提 
供区域を１区域と設定し、数値目標と確保方策を策定しました。 
 

 
 

 
 
 



 ３

参考：施策の体系 

 
 

 

【基本施策】
  

【基本理念】   【基本目標】

基本目標１：地域に
おける子育ての支援

基本目標２：母性並
びに乳児及び幼児等
の健康の確保及び増
進

基本目標３：子ども
の心身の健やかな成
長に資する教育環境
の整備

基本目標４：子育て
を支援する生活環境
の整備

基本目標５：職業生
活と家庭生活との両
立の推進

基本目標６：子ども
の安全の確保
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１．地域における子育て支援サービスの充実

２．保育サービスの充実 
３．子育て支援のネットワークづくり 
４．児童の健全育成

１．子どもや母親の健康の確保 

２．食育の推進 

３．思春期保健対策の充実 
４．小児医療の充実 

１．次代の親の育成

２．子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備

３．家庭や地域の教育力の向上 
４．子どもを取り巻く有害環境対策の推進

１．良質な住宅の確保 
２．良好な居住環境の確保

３．安全な道路交通環境の整備

４．安心して外出できる環境の整備

１．児童虐待防止対策の充実 

１．多様な働き方の実現及び男性を含めた働き方の見直し

２．仕事と子育ての両立の推進

基本目標７：要保護
児童への対応等きめ
細かな取り組みの推
進

１．子どもの交通安全を確保するための活動の推進 

２．子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進 
３．被害に遭った子どもの保護の推進 

２．母子家庭等の自立支援の推進 
３．障害児施策の充実 


